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10
月
26
日
か
ら
第
16
回
国
際
育
成
会
連
盟

の
総
会
が
ア
メ
リ
カ
フ
ロ
リ
ダ
州
オ
ー
ラ
ン

ド
で
開
催
さ
れ
、
全
日
本
手
を
つ
な
ぐ
育
成

会
連
合
会
が
会
員
と
し
て
正
式
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
総
会
の
冒
頭
、
津
久
井
や
ま
ゆ
り

園
の
出
来
事
に
関
し
て
、
横
浜
に
在
住
す
る

奈
良
崎
真
弓
さ
ん
が
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
、
出

席
者
全
員
で
黙
と
う
を
行
い
ま
し
た
。
奈
良

崎
さ
ん
は
、「
障
害
者
権
利
条
約
第
10
条
に

「
生
き
る
権
利
」
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。
こ

の
事
は
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
寂
し

い
こ
と
や
辛
い
こ
と
が
、
こ
の
先
も
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、

今
回
の
事
件
で

亡
く
な
ら
れ
た

仲
間
た
ち
の
命

の
分
ま
で
、
生

き
る
こ
と
が
大

切
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
」
と
述

べ
て
、
参
集
者

の
共
感
を
得
ま

し
た
。

　
国
際
育
成
会

連
盟
は
、本
人
、

登
別　

11
月
12
日

ア
メ
リ
カ　

フ
ロ
リ
ダ
州

オ
ー
ラ
ン
ド　

10
月
26
日

「
こ
の
子
ら
を
世
の
光
に
」

通
所
事
業
所
特
別
研
修
会
を
開
催

全
日
本
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連
合
会
を
認
定

国
際
育
成
会
連
盟
総
会

　
北
海
道
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
の
通
所
事
業

所
協
議
会
が
職
員
研
修
会
を
開
催
。
会
場
と

な
っ
た
登
別
万
世
閣
に
は
、
道
内
11
市
町
村

の
事
業
所
か
ら
約
40
名
が
参
集
し
ま
し
た
。

　
全
国
育
成
会
事
業
所
協
議
会
委
員
の
森
本

千
尋
氏（
社
会
福
祉
法
人
朔
風
）に
よ
る「
地

域
生
活
支
援
拠
点
と
就
労
支
援
」、
佐
藤
春

光
通
所
協
議
会
長
に
よ
る
登
別
の
通
所
事
業

所
設
立
活
動
か
ら
見
え
て
き
た
「
こ
れ
か
ら

の
事
業
所
運

営
の
あ
り
か

た
」
の
講
義

の
後
、
３
つ

の
実
践
報
告

―
「
重
度
・

高
齢
者
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー

ム〝
そ
ら
〟」

（
社
会
福
祉

法
人
朔
風
）、

岩
見
沢
地
域

に
根
差
し
た

「
工
房
こ
ぶ

し
・
い
こ
い
」

（
社
会
福
祉

法
人
ゆ
あ
み

会
）、
地
元

昆
布
を
利
用
し
た
食
品
加
工
販
売
や
野
菜
づ

く
り
を
行
う
「CoKoRo

３
５
７
事
業
所
創

設
」（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
静
内
耕
生
舎
）
―
を
受

け
て
研
究
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
最
後
は
、

７
月
の
相
模
原
や
ま
ゆ
り
園
事
件
を
契
機
に

10
月
に
再
放
送
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ー
カ
イ
ブ

ス
『
こ
の
子
ら
を
世
の
光
に
～
と
も
に
生
き

る
社
会
を
め
ざ
し
て
～
』
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞

し
、
障
が
い
福
祉
の
父
と
言
わ
れ
る
糸
賀
一

雄
の
思
想
と
実
践
を
学
び
、
育
成
会
の
通
所

事
業
所
活
動
の
原
点
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
研
修
は
、
本
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
障
害

者
差
別
解
消
法
を
地
域
に
根
付
か
せ
る
た
め

に
何
を
な
す
べ
き
か
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
が
、
佐
藤
協
議
会
長
は
講
演
で
、「
育

成
会
は
親
だ
け
の
会
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
障
害
者
が
地
域
で
普
通
に
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
を
共
に
担
う
、福
祉
・
教
育
、保
健
・

医
療
等
、
幅
広
い
参
加
と
協
働
を
実
現
す
る

組
織
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
訴
え
て
い

ま
し
た
。
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当
事
者
を
参
画
さ
せ
て
、
本
人
の
声
を
ど
ん
ど
ん
反

映
で
き
る
よ
う
に
す
る
戦
略
を
立
て
て
お
り
、
27
日

に
は
、
本
人
活
動
リ
ー
ダ
ー
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
第
17
回
国
際
育
成
会
連
盟
の
世
界
大
会
は
、
２
０

１
８
年
５
月
30
日
か
ら
６
月
１
日
に
、
イ
ギ
リ
ス
の

バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　�

　

札
幌
市　

11
月
13
日

北
風
の
会
設
立
15
周
年
記
念
集
会

本
人
決
議
を
話
し
合
う

　
札
幌
、
旭
川
、
函
館
、
伊
達
、
剣
淵
、
当
麻
地
域

の
本
人
会
や
ピ
ー
プ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
北
海
道
な
ど
約

し
ん
の
こ
え
を
！
」
を
合
言
葉
に
、「
私
た
ち
自
身

の
手
に
よ
る
権
利
主
張
・
交
流
・
研
修
活
動
を
し
て
、

困
っ
て
い
る
人
や
仲
間
が
ひ
ど
い
目
に
あ
っ
て
い
た

ら
助
け
合
お
う
」
と
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
集
会
で
は
、
来
年
９
月
に
札
幌
で
開
催
さ
れ
る
育

成
会
連
合
会
全
国
大
会
の
本
人
大
会
決
議
に
つ
い
て

の
話
し
合
い
と
各
地
域
の
活
動
交
流
や
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
が
、
津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
の
事
件
に
つ

い
て
、
次
の
集
会
声
明
を
採
択
し
ま
し
た
。

　「
こ
の
事
件
を
き
っ
か
け
に
人
の
命
の
大
切
さ
を

考
え
直
す
こ
と
が
必
要
で
す
。
声
を
上
げ
る
こ
と
が

難
し
い
な
か
ま
の
声
も
聴
い
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。仲
間
の
心
の
傷
を
ケ
ア
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

「
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、
い
っ
ぽ
、
い
っ
ぽ
進

む
こ
と
。
自
分
た
ち
は
、
障
害
の
な
い
人
と
言
わ
れ

る
人
と
同
じ
血
が
流
れ
て
い
る
。
私
た
ち
は
、
障
害

者
で
あ
る
前
に
一
人
の
人
間
で
す
」

　
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
こ
の
後
、
11
月
26
日
に

札
幌
で
、
札
幌
み
ん
な
の
会
と
北
風
の
会
、
ピ
ー
プ

ル
フ
ァ
ー
ス
ト
北
海
道
が
共
催
し
て
、
自
分
た
ち
の

声
を
多
く
の
人
に
伝
え
る
「
当
事
者
の
意
見
を
も
っ

と
聴
い
て
！
集
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　�

　

札
幌　

11
月
21
日

ブ
ロ
ッ
ク
連
協
事
業
の
強
化
が
重
要

第
２
回
活
性
化
対
策
委
員
会

　
委
員
７
名
が
参
加
し
道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
か
で
る

２
・
７
で
第
２
回
委
員
会
を
開
催
。
特
別
研
修
会
と

旭
川
全
道
大
会
の
実
施
状
況
を
確
認
し
た
後
、
第
１

回
委
員
会
か
ら
の
継
続
課
題
を
検
討
し
ま
し
た
。

会
と
し
て
位
置
づ
け
る
。「
災
害
対
策
」
は
、
全
道

各
地
域
に
共
通
す
る
課
題
と
し
て
、
避
難
誘
導
や
福

祉
避
難
所
の
設
置
運
営
に
関
す
る
市
町
村
育
成
会
や

ブ
ロ
ッ
ク
連
協
の
事
業
と
し
て
検
討
す
る
こ
と
な
ど

を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

　
来
年
の
全
国
大
会
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
育
成
会

を
元
気
に
す
る
き
っ
か
け
と
な
る
大
会
と
な
る
よ

う
、
企
画
を
調
整
し
、
未
加
入
育
成
会
を
含
め
て
参

加
を
促
進
す
る
こ
と
な
ど
が
討
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
懸
案
の
課
題
で
あ
る
「
地
区
育
成
会
組
織
・
事
業

の
活
性
化
」
に
つ
い
て
は
、
各
地
区
育
成
会
や
ブ
ロ

ッ
ク
連
協
の
詳
細
な
実
態
把
握
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
確
認
。
さ
ら
に
、
２
０
１
５
年
３
月
の
理
事
会
に

40
名
が
参
集
し
、

「
北
風
の
会
」
の

結
成
15
周
年
を
記

念
す
る
集
会
が
札

幌
エ
ル
プ
ラ
ザ
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
０
０
１
年
の

育
成
会
全
道
大
会

本
人
決
議
を
契
機

に
、
伊
達
わ
か
ば

会
な
ど
の
呼
び
か

け
で
組
織
さ
れ
た

同
会
は
、
北
海
道

の
本
人
活
動
・
当

事
者
活
動
の
連
絡

協
議
会
と
し
て

「
じ
ぶ
ん
た
ち
じ

　「
子
ど
も
た

ち
の
ア
ー
ト
・

カ
レ
ン
ダ
ー
」

は
、
２
０
１
８

年
に
向
け
た
企

画
と
し
て
、
全

国
大
会
に
関
連

さ
せ
て
募
集
し

た
子
ど
も
た
ち

の
ア
ー
ト
（
絵

画
等
）
展
な
ど

を
調
整
す
る
。

「
基
礎
年
金
の

勉
強
会
」
は
、

子
ど
も
が
成
人

に
な
る
準
備
と

し
て
、
高
等
養

護
学
校
の
家
族

に
対
す
る
勉
強
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今
後
の
予
定

第
３
回
全
国
大
会
実
行
委
員
会

　�

　
12
月
20
日
午
後
開
催
。
企
画
と
予
算
の
概
要
を
固

め
る
予
定
。

第
３
回
理
事
会

　�

　
12
月
14
日
午
後
開
催
。
全
国
大
会
開
催
、
活
性
化

対
策
、補
正
予
算
、監
査
報
告
と
事
業
計
画
協
議
他
。

報
告
さ
れ
た
「
対
策
委
員
会
の
検
討
報
告
」
の
内
容

を
踏
ま
え
て
、
現
在
の
事
業
を
見
直
し
、
来
年
度
事

業
計
画
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
第
３
回

の
対
策
委
員
会
を
年
明
け
に
開
催
す
る
こ
と
を
申
し

合
わ
せ
ま
し
た
。

　
先
の
検
討
報
告
で
は
、①
ブ
ロ
ッ
ク
連
協
活
性
化
、

②
育
成
会
活
動
の
積
極
的
な
周
知
、
③
公
正
な
会
費

設
定
、
④
本
人
活
動
の
充
実
、
⑤
継
続
的
な
活
性
化

検
討
と
い
う
、「
対
策
の
５
つ
の
方
向
」
を
提
言
し

て
い
ま
す
。

　
本
会
会
員
は
現
在
、
全
道
90
市
町
村
で
す
が
、
構

成
員
10
人
未
満
の
地
区
が
19
地
区
（
21
％
）、
構
成

員
20
人
未
満
は
42
地
区
（
47
％
）
に
の
ぼ
り
ま
す
。

ま
た
、
個
人
宅
を
事
務
所
と
す
る
育
成
会
も
20
地
区

（
22
％
）
あ
り
ま
す
。
多
様
化
す
る
地
区
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
と
併
せ
て
、
ブ
ロ

ッ
ク
連
協
事
業
の
強
化
を
通
じ
た
小
規
模
な
会
員
へ

の
支
援
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　�

　

札
幌　

11
月
21
日

来
年
９
月
23
日
・
24
日
開
催

第
２
回
実
行
委
員
会
開
催

全
国
大
会
企
画
の
骨
格
を
協
議

　
札
幌
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
会
議
室
に
お
い
て
、

全
国
連
合
会
田
中
正
博
統
括
の
参
加
を
得
て
、
実
行

委
員
17
名
の
内
14
名
出
席
し
て
開
催
。

　
来
年
、
９
月
23
日
㈯
、
24
日
㈰
の
２
日
間
。
メ
イ

ン
会
場
を
ホ
テ
ル
ロ
イ
ト
ン
札
幌
（
北
１
条
西
11
丁

目
）
に
、
本
人
大
会
を
道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
か
で
る

２
・
７
（
北
２
条
西
７
丁
目
）
を
会
場
と
し
て
開
催

す
る
こ
と
と
し
て
、
全
国
連
合
会
と
北
海
道
実
行
委

員
会
の
役
割
を
確
認
し
て
、
大
会
の
企
画
・
運
営
、

実
施
の
体
制
に
つ
い
て
そ
の
骨
格
を
協
議
し
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
本
人
活
動
を
代
表
し
て
北
風
の
会
代
表
の

三
浦
正
春
氏
を
実
行
委
員
に
追
加
し
、「
本
人
大
会

部
」
を
分
担
す
る
こ
と
を
承
認
。
北
風
の
会
と
札
幌

み
ん
な
の
会
が
、
伊
達
、
旭
川
、
函
館
、
釧
路
の
主

要
な
本
人
組
織
に
呼
び
掛
け
て
、
本
人
大
会
実
行
委

員
会
を
設
置
す
る
こ
と
、
本
実
行
委
員
会
と
連
携
し

て
企
画
調
整
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
分
科
会
を
当
初
企
画
に

１
つ
加
え
、次
の
７
分
科
会
と
す
る
こ
と
。
①
発
達
・

教
育
（
子
ど
も
・
家
庭
支
援
）、
②
働
く
（
雇
用
）、

③
暮
ら
す
、④
高
齢
、⑤
権
利
擁
護（
育
成
会
運
動
）、

⑥
事
業
所
活
動
（
事
業
所
を
考
え
る
）、
⑦
全
国
啓

発
隊
サ
ミ
ッ
ト
、
以
上
を
協
議
し
ま
し
た
。
こ
の
他

に
、
本
人
大
会
実
行
委
員
会
と
連
携
し
て
「
チ
ャ
レ

ン
ジ
ド
」
の
企
画
を
調
整
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ

し
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
で
は
、
す
で
に
浅
野
史
郎
氏
の
内
諾
を

得
て
い
ま
す
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
体
と
し
て
、「
津
久
井
や
ま
ゆ
り

園
」
事
件
を
意
識
し
た
テ
ー
マ
を
織
り
込
む
必
要
が

な
い
だ
ろ
う
か
、
現
在
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
形
態
に
と

ら
わ
れ
ず
、
多
様
な
企
画
を
検
討
す
る
こ
と
を
協
議

し
ま
し
た
。

　
12
月
20
日
に
開
催
さ
れ
る
次
回
の
第
３
回
実
行
委

員
会
で
は
、
実
行
予
算
を
含
め
て
協
議
し
、
明
年
３

月
に
は
、
正
式
に
大
会
開
催
要
綱
を
全
国
に
配
布
す

る
よ
う
準
備
を
進
め
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

小
林
氏
講
演
に
反
響

特
別
研
修
会
３
地
区
で
盛
況

　「
す
べ
て
の
人
が
包
み
込
ま
れ
る
社
会
を
め
ざ
し

て
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
北
海
道
知
的
障
害
者
サ
ポ

ー
ト
協
会
の
助
成
と
後
援
を
い
た
だ
い
て
10
月
に
開

催
し
た
研
修
は
、
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
育
成
会
連
絡
組
織

と
共
催
し
て
、
ひ
だ
か
町
、
帯
広
市
、
美
幌
町
の
３

地
区
で
実
施
。
参
加
者
は
２
０
０
人
を
超
え
、
盛
況

で
し
た
。

　『
と
も
に
暮
ら
す
』

と
題
し
た
北
海
道
社
会

福
祉
事
業
団
参
与
の
小

林
繁
市
氏
の
講
演
へ
の

反
響
が
大
き
く
、
ご
自

身
の
障
害
と
障
害
を
も

つ
ご
家
族
へ
の
ケ
ア
、

そ
し
て
、
バ
ン
ク
ミ
ケ

ル
セ
ン
記
念
賞
を
受
賞

し
た
伊
達
地
域
ま
ち
づ

く
り
の
実
践
は
多
く
の

参
加
者
に
感
動
を
与
え

ま
し
た
。（
写
真
は
帯

広
会
場
）
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